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第２章 調査結果（満 10 歳から満 14 歳） 

１．回答者の基本情報 

（1） 年齢 
 

 

年齢 

 

 

年齢は、「10 歳」が 21.2％、「11 歳」が 21.3％、「12 歳」が 20.0％、「13 歳」が 18.9％、「14 歳」が

18.6％となっている。また、「10 歳」及び「11 歳」を合わせた【小学生】が 42.5％、「12 歳」、「13 歳」

及び「14 歳」を合わせた【中学生】が 57.5％となっている。 

 

 

（2） 性別 
 

 

性別【学齢別】 

 

 

性別は、「男」が 49.6％、「女」が 49.4％となっている。 

全体

n = 789

   100（％）  0 20 40 60 80

12歳 13歳

21.2 21.3 20.0 18.9 18.6

10歳 11歳 14歳

全体

n = 789

小学生

n = 335

中学生

n = 454

   100（％）  0 20 40 60 80

男 女 どちらともいえない 回答したくない

49.6

52.5

47.4

49.4

47.2

51.1

0.4

0.0

0.7

0.5

0.3

0.7

0.1

0.0

0.2

無回答
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（3） 同居人数 
 

 

同居人数 

 

 

本人を含めた同居人数は、「４人」が 46.1％で最も高くなっている。以下「５人」が 23.4％、「６人以

上」が 14.8％、「３人」が 14.4％となっている。 

 

 

（4） 同居者 
 

 

同居者 

 

 

同居者は、「お母さん」が 98.5％、「お父さん」が 90.2％、「兄弟姉妹」が 82.6％となっている。 

 

全体

n = 789

   100（％）  0 20 40 60 80

1.0

14.4 46.1 23.4 14.8 0.1

２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

（％）

お父さん

お母さん

兄弟姉妹

おじいさん、おばあさん

その他の親族

（おじさん、おばさん、いとこなど）

その他

無回答

n = 789

90.2 

98.5 

82.6 

18.4 

2.4 

0.1 

0.3 

0 20 40 60 80 100
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（5） 居住地域 
 

 

居住地域 

 

居住地域は、「さいたま」が 18.4％、「東部」が 14.6％、「南西部」が 11.3％、「南部」及び「川越比企」

がともに 10.9％となっている。 

 

地域 市町村 

南 部 川口市、蕨市、戸田市 

南 西 部 朝霞市、志木市、和光市、新座市、富士見市、ふじみ野市、三芳町 

東 部 春日部市、草加市、越谷市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町 

さいたま さいたま市 

県 央 鴻巣市、上尾市、桶川市、北本市、伊奈町 

川越比企 
川越市、東松山市、坂戸市、鶴ケ島市、毛呂山町、越生町、滑川町、嵐山町、小川町、 

川島町、吉見町、鳩山町、ときがわ町、東秩父村 

西 部 所沢市、飯能市、狭山市、入間市、日高市 

利 根 行田市、加須市、羽生市、久喜市、蓮田市、幸手市、宮代町、白岡市、杉戸町 

北 部 熊谷市、本庄市、深谷市、美里町、神川町、上里町、寄居町 

秩 父 秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町 

（％）

南部

南西部

東部

さいたま

県央

川越比企

西部

利根

北部

秩父

無回答

n = 789

10.9 

11.3 

14.6 

18.4 

6.3 

10.9 

9.5 

8.9 

8.0 

1.0 

0.3 

0 5 10 15 20
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２．家族や家庭について 

（1） 「父親」について感じていること 

【「お父さん」といっしょに住んでいる人にしつ問です。】 

問１．いっしょに住んでいる「お父さん」に対して感じていることを教えてください。 

   （○はいくつでも） 

 

 

「父親」に対して感じていること【学齢別】 

 

（％）

やさしい

こまったときは助けてくれる

そんけいしている

私のことをわかってくれている

何でも話せる

口うるさい

教育やしつけにきびしい

言いかえしたくなる

将来はお父さんのようになりたい

友達のように感じる

いっしょにいると、きん張する

私には関心がないように感じる

私と話をするのをさけている

自分とは関係ない人である

無回答

64.7 

61.9 

44.9 

41.7 

33.7 

21.1 

19.8 

17.4 

16.3 

12.4 

4.6 

2.8 

0.6 

0.6 

1.4 

68.7 

63.2 

44.5 

48.1 

40.6 

18.4 

20.0 

15.5 

20.0 

11.6 

5.5 

2.9 

0.0 

0.6 

0.6 

61.7 

60.9 

45.3 

36.8 

28.4 

23.1 

19.7 

18.9 

13.4 

12.9 

4.0 

2.7 

1.0 

0.5 

2.0 

0 20 40 60 80

全 体 ( n = 712 )

小学生 ( n = 310 )

中学生 ( n = 402 )
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「父親」に対して感じていることは、「やさしい」が 64.7％で最も高く、次いで「こまったときは助け

てくれる」が 61.9％、「そんけいしている」が 44.9％、「私のことをわかってくれている」が 41.7％と続

いている。 

学齢別でみると、「何でも話せる」は【小学生】が 40.6％と、【中学生】（28.4％）に比べ 12.2 ポイン

ト高くなっている。また、「私のことをわかってくれている」は【小学生】が 48.1％と、【中学生】

（36.8％）に比べ 11.3 ポイント高くなっている。 
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（2） 「母親」について感じていること 
 

【「お母さん」といっしょに住んでいる人にしつ問です。】 

問２．いっしょに住んでいる「お母さん」に対して感じていることを教えてください。 

   （○はいくつでも） 

 

「母親」に対して感じていること【学齢別】 

 

  

（％）

こまったときは助けてくれる

やさしい

私のことをわかってくれている

何でも話せる

そんけいしている

口うるさい

将来はお母さんのようになりたい

教育やしつけにきびしい

言いかえしたくなる

友達のように感じる

私には関心がないように感じる

いっしょにいると、きん張する

私と話をするのをさけている

自分とは関係ない人である

無回答

71.0 

70.0 

57.3 

49.5 

47.1 

25.7 

23.9 

23.6 

18.9 

16.0 

0.9 

0.8 

0.5 

0.3 

1.2 

72.0 

75.3 

62.2 

54.3 

51.2 

21.0 

29.6 

26.2 

15.9 

16.2 

0.0 

0.6 

0.3 

0.6 

0.3 

70.4 

66.1 

53.7 

46.1 

44.1 

29.2 

19.8 

21.6 

21.2 

15.8 

1.6 

0.9 

0.7 

0.0 

1.8 

0 20 40 60 80

全 体 ( n = 777 )

小学生 ( n = 328 )

中学生 ( n = 449 )
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「母親」に対して感じていることは、「こまったときは助けてくれる」が 71.0％で最も高く、次いで

「やさしい」が 70.0％、「私のことをわかってくれている」が 57.3％、「何でも話せる」が 49.5 ％、「そ

んけいしている」が 47.1％と続いている。 

学齢別でみると、「将来はお母さんのようになりたい」は【小学生】が 29.6％と、【中学生】（19.8％）

に比べ 9.8 ポイント高くなっている。また、「やさしい」は【小学生】が 75.3％と、【中学生】（66.1％）

に比べ 9.2 ポイント高くなっている。一方、「口うるさい」は【中学生】が 29.2％と、【小学生】（21.0％）

に比べ 8.2 ポイント高くなっている。 
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（3） 家で話をする頻度 
 

問３．あなたは家でよく話をするほうですか。それとも話さないほうですか。（○は１つ） 

 

 

家で話をする頻度【学齢別】 

 

 

家で話をする頻度は、「とてもよく話すほうだ」が 48.0％、「話すほうだ」が 43.3％となっている。 

学齢別でみると、「とてもよく話すほうだ」は【小学生】が 52.8％と、【中学生】（44.5％）に比べ 8.3

ポイント高くなっている。 

 

 

全体

n = 789

小学生

n = 335

中学生

n = 454

   100（％）  0 20 40 60 80

とてもよく話すほうだ 話すほうだ

あまり話さないほうだ ほとんど話さない

48.0

52.8

44.5

43.3

42.7

43.8

7.7

4.2

10.4

0.9

0.3

1.3

0.0

0.0

0.0

無回答
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（4） 家で話さない主な理由 
 

【問３．で「３．あまり話さないほうだ」、「４．ほとんど話さない」に○をした人にしつ問です。】 

問３－１．あなたが家で話さない主な理由は何ですか。（○は１つ） 

 

 

家で話さない主な理由 

 

 

家で話さない主な理由は、「話すことがないから」が 27.9％で最も高く、次いで「話をするのがめんど

うくさいから」が 26.5％となっている。 

 

 

（％）

話すことがないから

話をするのがめんどうくさいから

自分がいそがしくて、話す時間がないから

話しても意見が合わない

（「だめ」「ちがう」などと言われる）から

話してもおもしろくない（聞いてくれない）から

家族がきらいだから

家族がいそがしくて、話す時間がないから

その他

特にない

無回答

n = 68

27.9 

26.5 

10.3 

8.8 

4.4 

1.5 

1.5 

4.4 

8.8 

5.9 

0 10 20 30
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（5） 家族のことなどで、困っていること、嫌なこと 
 

問４．あなたは家族のことなどで、何かこまっていることや、いやなことはありますか。 

   （○はいくつでも） 

 

家族のことなどで、困っていることや、嫌なこと【学齢別】 

 

 

家族のことなどで、困っていることや、嫌なことは、「特にない」が 68.3％となっている。 

学齢による大きな差はみられない。 

 

（％）

家の中が散らかっている

自分と兄弟姉妹との仲が悪い

家族の中にこまった行いをする人がいる

お父さんとお母さんの仲が悪い

家には落ち着いてすごせる場所がない

家族の団らんや会話が少ない

家族の世話が大変である

家族からぼう力やぼう言などを受けている

お父さんやお母さんと自分の仲が悪い

家にお金がなく、食事や着る服がないときがある

その他

特にない

答えたくない

無回答

9.5 

7.5 

5.6 

4.4 

2.5 

2.4 

1.3 

1.3 

0.9 

0.4 

1.4 

68.3 

1.9 

6.7 

9.0 

8.4 

5.1 

3.3 

1.5 

2.7 

1.8 

1.5 

0.9 

0.3 

0.9 

71.6 

1.2 

4.8 

9.9 

6.8 

5.9 

5.3 

3.3 

2.2 

0.9 

1.1 

0.9 

0.4 

1.8 

65.9 

2.4 

8.1 

0 20 40 60 80

全 体 ( n = 789 )

小学生 ( n = 335 )

中学生 ( n = 454 )
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３．経験について 

（1） 「家庭」での経験 

問５．あなたは今までに、家庭で次のようなけい験をしたことはありますか。（○はいくつでも） 

 

 

「家庭」での経験 

 

 

「家庭」での経験は、「自分のたん生日をお祝いしてくれたり、季節の行事を楽しんだりした」が 93.8％

（％）

自分のたん生日をお祝いしてくれたり、季節の行事を楽しんだりした

学校の行事があるときは見に来てくれた

家で勉強を見てもらった

家族でいっしょに出かけたり、何かに取り組んだりした

（外出、運動、料理、地いきの行事への参加など）

毎日家族でいっしょに食事をした

家の手伝いをして感しゃされた

家族といっしょに過ごすことがとても楽しいと感じた

お金の大切さや使い方について教えてくれた

つらい時や悲しい時に家族が支えてくれたり、守ってくれたりした

生活に当たって必要なことはなるべく

自分でできるように教えてくれた

家族から読書をすすめられたり、読んだ本の感想を話し合ったりした

近所の人と家族ぐるみでつきあっていた

やりたいことがあっても、がまんをすることが多かった

ひっこしや転校で、それまで仲の良かった友達とはなれた

自分や家族が大きな病気をしたり、事故にあったりした

兄弟姉妹や他の家の子とくらべられることがいやだった

テレビを見る時間が決められていた

何でも自分一人で決めて、家族に相談することはなかった

家では一人で食事するなど、一人で過ごす時間が長かった

家に自分のいばしょはないと感じていた

お父さんやお母さんから自分のそんざいを

みとめてもらえないようなことを言われた

その他の強く心に残っているけい験

特にない

無回答

n = 789

93.8 

91.6 

89.5 

89.4 

81.0 

77.9 

75.8 

72.4 

68.6 

65.5 

34.1 

31.3 

17.0 

16.1 

15.6 

13.6 

13.4 

4.4 

2.8 

2.7 

1.5 

1.9 

0.5 

0.0 

0 20 40 60 80 100
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で最も高く、次いで「学校の行事があるときは見に来てくれた」が 91.6％、「家で勉強を見てもらった」が

89.5％、「家族でいっしょに出かけたり、何かに取り組んだりした（外出、運動、料理、地いきの行事への

参加など）」が 89.4％、「毎日家族でいっしょに食事をした」が 81.0％と続いている。 

 

 

「家庭」での経験【学齢別】 

 

学齢別でみると、「家族といっしょに過ごすことがとても楽しいと感じた」は【小学生】が 82.1％と、

【中学生】（71.1％）に比べ 11.0 ポイント高くなっている。また、「自分のたん生日をお祝いしてくれた

り、季節の行事を楽しんだりした」は【小学生】が 97.3％と、【中学生】（91.2％）に比べ 6.1 ポイント

高くなっている。 

（％）

自分のたん生日をお祝いしてくれたり、季節の行事を楽しんだりした

学校の行事があるときは見に来てくれた

家で勉強を見てもらった

家族でいっしょに出かけたり、何かに取り組んだりした

（外出、運動、料理、地いきの行事への参加など）

毎日家族でいっしょに食事をした

家の手伝いをして感しゃされた

家族といっしょに過ごすことがとても楽しいと感じた

お金の大切さや使い方について教えてくれた

つらい時や悲しい時に家族が支えてくれたり、守ってくれたりした

生活に当たって必要なことはなるべく

自分でできるように教えてくれた

家族から読書をすすめられたり、読んだ本の感想を話し合ったりした

近所の人と家族ぐるみでつきあっていた

やりたいことがあっても、がまんをすることが多かった

ひっこしや転校で、それまで仲の良かった友達とはなれた

自分や家族が大きな病気をしたり、事故にあったりした

兄弟姉妹や他の家の子とくらべられることがいやだった

テレビを見る時間が決められていた

何でも自分一人で決めて、家族に相談することはなかった

家では一人で食事するなど、一人で過ごす時間が長かった

家に自分のいばしょはないと感じていた

お父さんやお母さんから自分のそんざいを

みとめてもらえないようなことを言われた

その他の強く心に残っているけい験

特にない

無回答

97.3 

92.8 

92.8 

91.3 

83.3 

80.6 

82.1 

71.0 

71.6 

66.3 

37.3 

31.3 

15.8 

15.8 

14.6 

11.9 

16.1 

3.3 

1.8 

1.2 

1.2 

2.4 

0.0 

0.0 

91.2 

90.7 

87.0 

87.9 

79.3 

76.0 

71.1 

73.3 

66.3 

65.0 

31.7 

31.3 

17.8 

16.3 

16.3 

14.8 

11.5 

5.3 

3.5 

3.7 

1.8 

1.5 

0.9 

0.0 

0 20 40 60 80 100

小学生 ( n = 335 )

中学生 ( n = 454 )
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（2） 「学校」での経験 
 

問６．あなたは今までに、学校で次のようなけい験をしたことがありますか。（○はいくつでも） 

 

 

「学校」での経験 

 

 

「学校」での経験は、「友達とよく話したり遊んだりした」が 90.2％で最も高く、次いで「親友と呼べ

る友達がいた」が 81.0％、「クラスやクラブ活動の友達といっしょに取り組むことを通して達成感を感じ

た」が 72.9％、「学校に行くのが楽しみだった」が 70.7％、「信らいできる先生との出会いがあった」が

60.7％と続いている。  

（％）

友達とよく話したり遊んだりした

親友と呼べる友達がいた

クラスやクラブ活動の友達といっしょに

取り組むことを通して達成感を感じた

学校に行くのが楽しみだった

信らいできる先生との出会いがあった

勉強で新しいことを学ぶのはおもしろいと感じた

学校の勉強についていけなかった

友達にいじめられた

人づきあいがめんどうくさく感じて、一人でいる方が楽だった

友達といるよりも一人ですごす時間の方が

気持ちが満たされていた

学校に行く意味はないと感じていた

学校の先生との関係がうまくいかなかった

学校というかんきょうになじめなさを感じていた

いじめがあるのを知っていたが、見て見ぬふりをしてしまった

不登校をけい験した

学校にはいばしょがないと感じていた

友達をいじめた

まわりとの習かんや言葉のちがいでつらい思いをした

その他の強く心に残っているけい験

特にない

答えたくない

無回答

n = 789

90.2 

81.0 

72.9 

70.7 

60.7 

54.6 

23.2 

15.6 

14.4 

13.7 

9.8 

9.4 

6.2 

5.1 

5.1 

4.1 

3.9 

2.4 

2.4 

0.8 

0.5 

0.0 

0 20 40 60 80 100
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「学校」での経験【学齢別】 

 

学齢別でみると、「学校の勉強についていけなかった」は【中学生】が 29.3％と、【小学生】（14.9％）

に比べ 14.4 ポイント高くなっている。また、「人づきあいがめんどうくさく感じて、一人でいる方が楽

だった」は【中学生】が 20.0％と、【小学生】（6.9％）に比べ 13.1 ポイント高くなっている。 

（％）

友達とよく話したり遊んだりした

親友と呼べる友達がいた

クラスやクラブ活動の友達といっしょに

取り組むことを通して達成感を感じた

学校に行くのが楽しみだった

信らいできる先生との出会いがあった

勉強で新しいことを学ぶのはおもしろいと感じた

学校の勉強についていけなかった

友達にいじめられた

人づきあいがめんどうくさく感じて、一人でいる方が楽だった

友達といるよりも一人ですごす時間の方が

気持ちが満たされていた

学校に行く意味はないと感じていた

学校の先生との関係がうまくいかなかった

学校というかんきょうになじめなさを感じていた

いじめがあるのを知っていたが、見て見ぬふりをしてしまった

不登校をけい験した

学校にはいばしょがないと感じていた

友達をいじめた

まわりとの習かんや言葉のちがいでつらい思いをした

その他の強く心に残っているけい験

特にない

答えたくない

無回答

93.1 

84.5 

75.2 

73.4 

66.0 

56.7 

14.9 

16.4 

6.9 

8.7 

5.4 

6.3 

2.4 

3.9 

3.9 

1.5 

4.5 

1.8 

2.1 

0.3 

0.0 

0.0 

88.1 

78.4 

71.1 

68.7 

56.8 

53.1 

29.3 

15.0 

20.0 

17.4 

13.0 

11.7 

9.0 

5.9 

5.9 

5.9 

3.5 

2.9 

2.6 

1.1 

0.9 

0.0 

0 20 40 60 80 100

小学生 ( n = 335 )

中学生 ( n = 454 )



第２章 調査結果（満 10 歳から満 14 歳） 
 

21 

 

（3） いろいろな経験 
 

問７．あなたは今までに、次のようなけい験をしたことがありますか。（○はいくつでも） 

 

 

いろいろな経験【学齢別】 

（％）

海や川、雪の中で遊んだ

自分でナイフや包丁を使って作った料理を食べておいしいと思った

生き物をかったり、動物とふれ合ったりした

赤ちゃんのお世話をしたり、自分より

小さな子といっしょに遊んだりした

チョウやトンボやバッタなどのこん虫をつかまえた

太陽がのぼるところやしずむところ、夜空の星を見たりした

一生けん命にやったことがみとめられて、うれしかった

自然の中でハイキングやキャンプをした

友達と協力して何かを作り上げた

こまったときや悲しいときに、まわりの人が

助けてくれて心があたたかくなった

野鳥を見たり、鳴く声を聞いたりした

こまっている人を助けてお礼を言われた

道に落ちているゴミを拾ったり、

落とし物を拾って交番に届けたりした

弱いものいじめやケンカをやめさせたり、仲直りさせた

その他の強く心に残っているけい験

特にない

無回答

88.6 

71.9 

70.1 

66.9 

65.7 

64.9 

63.8 

63.1 

62.4 

56.8 

56.7 

55.1 

35.2 

27.5 

1.3 

1.6 

0.1 

90.4 

74.3 

71.0 

71.6 

68.4 

67.2 

66.6 

63.9 

61.2 

58.8 

60.0 

57.0 

30.1 

27.8 

1.2 

0.3 

0.3 

87.2 

70.0 

69.4 

63.4 

63.7 

63.2 

61.7 

62.6 

63.2 

55.3 

54.2 

53.7 

39.0 

27.3 

1.3 

2.6 

0.0 

0 20 40 60 80 100

全 体 ( n = 789 )

小学生 ( n = 335 )

中学生 ( n = 454 )
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いろいろな経験は、「海や川、雪の中で遊んだ」が 88.6％で最も高く、次いで「自分でナイフや包丁を

使って作った料理を食べておいしいと思った」が 71.9％、「生き物をかったり、動物とふれ合ったりした」

が 70.1％、「赤ちゃんのお世話をしたり、自分より小さな子といっしょに遊んだりした」が 66.9％、

「チョウやトンボやバッタなどのこん虫をつかまえた」が 65.7％と続いている。 

学齢別でみると、「道に落ちているゴミを拾ったり、落とし物を拾って交番に届けたりした」は【中学

生】が 39.0％と、【小学生】（30.1％）に比べ 8.9 ポイント高くなっている。一方、「赤ちゃんのお世話を

したり、自分より小さな子といっしょに遊んだりした」は【小学生】が 71.6％と、【中学生】（63.4％）

に比べ 8.2 ポイント高くなっている。 
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４．あなた自身、普段の生活、悩みなどについて 

（1） あなた自身のこと 

問８．次にあげられたことについて、あなた自身はどう思いますか。 

   （ア～スについてそれぞれ○は１つ） 

 

 

あなた自身のこと 

 

  

ア　今の自分が好きである

イ　自分にはよいところがあると思う

ウ　自分は社会のために役に立つことが

できると思う

エ　自分は自分の意見や気持ちを

表わすことができる

オ　自分は健康である

カ　自分は周りの人から大切にされている

キ　自分は将来やりたいことがある

ク　自分はもっとよい自分になれると思う

ケ　自分は社会をもっとよくしたいと思う

コ　自分には生きていく上であ

大切にしていることがある

サ　こまったことや苦しいことがあっても、

自分は何とかすることができると思う

シ　苦しい時はだれかに相談したり、

助けを求めることができる

ス　苦しい時はお互いに助け合うことが

大事だと思う

   100（％）n = 789   0 20 40 60 80

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

29.8

40.1

21.8

35.1

65.1

53.0

55.8

52.7

43.9

50.3

32.3

44.2

70.1

45.4

42.5

49.3

40.7

25.3

39.5

24.1

34.5

41.3

33.3

46.6

36.8

25.7

18.0

13.7

21.5

19.8

7.2

6.2

12.9

9.6

11.3

11.7

16.1

13.1

2.8

6.8

3.7

7.1

4.2

2.2

0.8

7.0

2.7

3.0

3.9

4.6

5.4

1.0

0.0

0.1

0.3

0.3

0.1

0.5

0.3

0.5

0.5

0.8

0.4

0.5

0.4

無回答
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あなた自身のことについて、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『思う』は、［ス 

苦しい時はお互いに助け合うことが大事だと思う］が 95.8％で最も高く、次いで［カ 自分は周りの人

から大切にされている］が 92.5％、［オ 自分は健康である］が 90.4％、［ク 自分はもっとよい自分に

なれると思う］が 87.2％、［ケ 自分は社会をもっとよくしたいと思う］が 85.2％と続いている。 

一方、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた『思わない』は、［ウ 自分は

社会のために役に立つことができると思う］が 28.6％で最も高く、次いで［ア 今の自分が好きである］

が 24.8％、［エ 自分は自分の意見や気持ちを表わすことができる］が 24.0％、［サ こまったことや苦

しいことがあっても、自分は何とかすることができると思う］が 20.7％と続いている。 
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（2） 普段の生活の中で一番楽しさを感じるとき 
 

問９．あなたは、ふだんの生活の中で一番楽しさを感じるのはどんなときですか。（○は３つまで） 

 

 

普段の生活の中で一番楽しさを感じるとき【学齢別】 

 

  

（％）

友達といっしょにすごしているとき

家族といっしょにすごしているとき

ゲームをしているとき

パソコンやけい帯電話、スマートフォンを使っているとき

スポーツなど体を動かしているとき

学校の部活動やクラブ活動をしているとき

ひとりですごしているとき

まちで買い物などをしているとき

テレビを見ているとき

塾や習い事に行っているとき

何かを学んでいるとき

学校でじゅ業を受けているとき

地いきの行事や活動に参加しているとき

その他

特にない

無回答

62.6 

49.8 

34.6 

24.7 

21.9 

19.6 

11.4 

10.8 

9.5 

6.0 

3.3 

1.8 

1.3 

3.4 

0.6 

8.5 

62.7 

64.8 

42.1 

17.9 

21.5 

11.6 

5.1 

10.1 

9.6 

8.7 

3.0 

1.5 

2.1 

2.4 

0.3 

9.0 

62.6 

38.8 

29.1 

29.7 

22.2 

25.6 

16.1 

11.2 

9.5 

4.0 

3.5 

2.0 

0.7 

4.2 

0.9 

8.1 

0 20 40 60 80

全 体 ( n = 789 )

小学生 ( n = 335 )

中学生 ( n = 454 )
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普段の生活の中で一番楽しさを感じるときは、「友達といっしょにすごしているとき」が 62.6％で最も

高く、次いで「家族といっしょにすごしているとき」が 49.8％、「ゲームをしているとき」が 34.6％、

「パソコンやけい帯電話、スマートフォンを使っているとき」が 24.7％、「スポーツなど体を動かしてい

るとき」が 21.9％と続いている。 

学齢別でみると、「家族といっしょにすごしているとき」は【小学生】が 64.8％と、【中学生】（38.8％）

に比べ 26.0 ポイント高くなっている。一方、「学校の部活動やクラブ活動をしているとき」は【中学生】

が 25.6％と、【小学生】（11.6％）に比べ 14.0 ポイント高くなっている。 
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（3） あなた自身に対して思うこと 
 

問 10．次にあげられたことについて、あなた自身はどう思いますか。 

   （ア～チについてそれぞれ○は１つ） 

 

 

あなた自身に対して思うこと 

 

 

  

ア　今、どこにもいばしょがないと感じる

イ　自分の意見とちがう人とは、

あまりつきあいたくない

オ　これまで出会った人の中に

信らいできる人はいない

カ　自分のこころは健康ではないと思う

キ　家族に申しわけないと思うことが多い

ク　他人が自分をどのように思っているのか

とても不安になる

ケ　生きるのが苦しいと感じることがある

コ　集団の中にとけこめない

シ　パソコン、けい帯電話、スマホがないと

少しの時間も落ち着かない

ス　何かをけったり、たたいたり、

こわしたくなることがある

セ　他人からまちがいや欠点についてああ

言われると、暗くてつらい気分が続く

タ　理由があるなら、家や自分の部屋に

閉じこもるのも仕方がないと思う

エ　たとえお父さんやお母さんであってもあああ

自分のやりたいことに口出ししないでほしい

サ　人に会うのが不安だったり、こわいと感じる

ソ　大事なことを自分ひとりで決めるのは不安だ

チ　自分は役に立たないと強く思うことがある

ウ　人とのつきあい方がヘタなのでは

ないかと不安になる

   100（％）n = 789   0 20 40 60 80

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

0.8

7.9

13.4

18.5

1.5

4.8

9.9

24.5

6.8

7.1

5.3

4.4

10.6

9.4

25.2

22.2

7.1

2.3

16.3

24.8

27.8

3.2

8.5

22.6

27.0

11.9

16.7

10.9

8.5

15.5

21.0

28.6

25.3

17.5

12.2

28.9

26.4

23.2

14.7

24.6

31.3

18.1

18.4

23.4

21.2

26.9

23.7

27.1

19.8

20.0

28.6

83.7

45.6

34.0

29.2

79.3

60.8

34.9

29.2

61.7

51.3

61.3

59.2

48.8

40.8

24.6

31.1

45.2

1.1

1.3

1.4

1.4

1.3

1.3

1.4

1.3

1.1

1.4

1.3

1.0

1.4

1.6

1.8

1.4

1.5

無回答
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あなた自身に対して思うことについて、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『思

う』は、［ソ 大事なことを自分ひとりで決めるのは不安だ］が 53.8％で最も高く、次いで［ク 他人が

自分をどのように思っているのかとても不安になる］が 51.5％、［タ 理由があるなら、家や自分の部屋

に閉じこもるのも仕方がないと思う］が 47.5％、［エ たとえお父さんやお母さんであっても自分のやり

たいことに口出ししないでほしい］が 46.3％と続いている。 

一方、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた『思わない』は、［ア 今、ど

こにもいばしょがないと感じる］が 95.9％で最も高く、次いで［オ これまで出会った人の中に信らい

できる人はいない］が 94.0％、［シ パソコン、けい帯電話、スマホがないと少しの時間も落ち着かない］

が 86.1％、［カ 自分のこころは健康ではないと思う］が 85.4％、［サ 人に会うのが不安だったり、こ

わいと感じる］が 82.5％、［ケ 生きるのが苦しいと感じることがある］が 80.1％と続いている。 
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（4） 現在困っていることや悩んでいること 
 

問 11．あなたは、今こまっていることや、なやんでいることがありますか。（○はいくつでも） 

 

 

現在困っていることや悩んでいること【学齢別】 

 

  

（％）

勉強や進学のこと

将来のこと

友達や仲間のこと

性格のこと

見た目のこと

お金のこと

はっきりとしたなやみはないが、なんとなく不安

政治や社会のこと

健康のこと

恋愛のこと

家族のこと

心に関すること

性別や体のこと

その他

特にない

答えたくない

無回答

47.1 

33.1 

17.7 

17.1 

16.9 

14.1 

13.4 

11.3 

10.1 

8.4 

8.0 

8.0 

4.7 

1.9 

31.6 

1.0 

1.3 

29.3 

27.8 

14.6 

12.8 

12.8 

11.0 

12.2 

10.1 

7.8 

7.5 

6.0 

6.9 

5.7 

1.8 

43.0 

0.9 

1.8 

60.4 

37.0 

20.0 

20.3 

19.8 

16.3 

14.3 

12.1 

11.9 

9.0 

9.5 

8.8 

4.0 

2.0 

23.1 

1.1 

0.9 

0 20 40 60 80

全 体 ( n = 789 )

小学生 ( n = 335 )

中学生 ( n = 454 )
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現在困っていることや悩んでいることは、「勉強や進学のこと」が 47.1％で最も高く、次いで「将来の

こと」が 33.1％と続いている。一方、「特にない」が 31.6％となっている。 

学齢別でみると、「勉強や進学のこと」は【中学生】が 60.4％と、【小学生】（29.3％）に比べ 31.1 ポ

イント高くなっている。一方、「特にない」は【小学生】が 43.0％と、【中学生】（23.1％）に比べ 19.9

ポイント高くなっている。 
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（5） 何でも話せる相手や、悩んでいるときに相談に乗ってくれる人（場所） 
 

問 12．あなたが何でも話せる相手や、なやんでいるときに相談に乗ってくれる人（場所）を教えてくだ

さい。（○はいくつでも） 

 

何でも話せる相手や、悩んでいるときに相談に乗ってくれる人（場所） 

 

 

何でも話せる相手や、悩んでいるときに相談に乗ってくれる人（場所）は、「お母さん」が 79.8％で最

も高くなっている。以下「学校の友達」が 59.6％、「お父さん」が 54.2％、「兄弟姉妹」が 30.5％、「お

じいさん、おばあさん、その他の家族（おじさん、おばさん、いとこなど）」が 29.9％、「学校の先生」

が 27.4％となっている。 

  

（％）

お母さん

学校の友達

お父さん

兄弟姉妹

おじいさん、おばあさん、その他の家族

（おじさん、おばさん、いとこなど）

学校の先生

クラブ活動などの仲間

近所の友達

塾や習い事の先生

学校の先ぱい

ボーイフレンド、ガールフレンド

スクールカウンセラー、

スクールソーシャルワーカー、相談員

インターネット上の人

メールでの相談

ＳＮＳでの相談

相談機関の窓口

電話での相談

その他

だれ（どこ）にも相談しない・相談できない

無回答

n = 789

79.8 

59.6 

54.2 

30.5 

29.9 

27.4 

13.7 

12.9 

7.9 

7.9 

6.1 

5.4 

3.8 

3.5 

2.9 

2.3 

1.9 

1.9 

4.4 

1.1 

0 20 40 60 80
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何でも話せる相手や、悩んでいるときに相談に乗ってくれる人（場所）【学齢別】 

 

 

学齢別でみると、「お父さん」は【小学生】が 64.8％と、【中学生】（46.5％）に比べ 18.3 ポイント高

くなっている。また、「おじいさん、おばあさん、その他の家族（おじさん、おばさん、いとこなど）」は

【小学生】が 37.3％と、【中学生】（24.4％）に比べ 12.9 ポイント高くなっている。 

 

（％）

お母さん

学校の友達

お父さん

兄弟姉妹

おじいさん、おばあさん、その他の家族

（おじさん、おばさん、いとこなど）

学校の先生

クラブ活動などの仲間

近所の友達

塾や習い事の先生

学校の先ぱい

ボーイフレンド、ガールフレンド

スクールカウンセラー、

スクールソーシャルワーカー、相談員

インターネット上の人

メールでの相談

ＳＮＳでの相談

相談機関の窓口

電話での相談

その他

だれ（どこ）にも相談しない・相談できない

無回答

86.6 

56.4 

64.8 

31.6 

37.3 

32.2 

9.9 

16.1 

8.4 

4.2 

7.2 

4.8 

2.4 

3.6 

2.1 

2.4 

2.1 

2.4 

4.5 

1.5 

74.9 

61.9 

46.5 

29.7 

24.4 

23.8 

16.5 

10.6 

7.5 

10.6 

5.3 

5.9 

4.8 

3.5 

3.5 

2.2 

1.8 

1.5 

4.4 

0.9 

0 20 40 60 80 100

小学生 ( n = 335 )

中学生 ( n = 454 )
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（6） 誰（どこ）にも相談しない・相談できない理由 
 

【問 12．で「19．だれ（どこ）にも相談しない・相談できない」に○をした人にしつ問です。】 

問 12－１．相談しない・相談できない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

 

 

誰（どこ）にも相談しない・相談できない理由 

 

 

誰（どこ）にも相談しない・相談できない理由は、「相談したことが他の人に知られたらいやだから」

及び「めいわくをかけてしまいそうで悪いと思うから」がともに 42.9％で最も高く、次いで「相談して

もかい決しないと思うから」が 37.1％、「相談相手が信じられないから」が 34.3％と続いている。 

 

（％）

相談したことが他の人に知られたらいやだから

めいわくをかけてしまいそうで悪いと思うから

相談してもかい決しないと思うから

相談相手が信じられないから

自分でかい決しようと思うから

相談相手がいないから

人に自分の弱いところを見せたくないから

どこに相談したらよいかわからないから

自分の好きなことなどをして気晴らしをするから

だれかにたよってはいけない気がするから

何を相談したらいいかわからないから

前に相談したことがあり、その時にいやな思いをしたから

インターネット等で調べればどうしたらいいかわかるから

相談するのにお金がかかりそうだから

その他

特にない

答えたくない

無回答

n = 35

42.9 

42.9 

37.1 

34.3 

25.7 

22.9 

22.9 

22.9 

22.9 

17.1 

11.4 

11.4 

8.6 

2.9 

5.7 

17.1 

5.7 

2.9 

0 10 20 30 40 50
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（7） 普段自宅にいるときによくしていること 
 

問 13．あなたが日ごろ自分の家にいるときによくしていることを教えてください。（○はいくつでも） 

 

普段自宅にいるときによくしていること 

 

 

普段自宅にいるときによくしていることは、「テレビを見る」が 61.1％で最も高く、次いで「動画サイ

トを見る」が 58.3％、「ゲーム機でゲームをする」が 56.7％、「家族とおしゃべりする、いっしょに遊ぶ」

が 53.6％、「しゅ味を楽しむ」が 49.2％、「勉強する」が 48.7％と続いている。 

  

（％）

テレビを見る

動画サイトを見る

ゲーム機でゲームをする

家族とおしゃべりする、いっしょに遊ぶ

しゅ味を楽しむ

勉強する

マンガやざっしを見る

ラジオや音楽をきく

何もしないでのんびりする

ネットでゲームをする

読書をする

運動をする

ＳＮＳでやり取りする

家事をする

ペットの世話をする

弟妹の世話をする

料理をする

ニュースサイトなどを見る

散歩をする

病気やお年よりの家族の世話をする

その他

特にない

無回答

n = 789

61.1 

58.3 

56.7 

53.6 

49.2 

48.7 

39.5 

38.9 

38.4 

36.9 

28.6 

28.0 

19.1 

18.9 

18.9 

13.9 

13.4 

9.0 

7.6 

1.4 

1.6 

0.4 

0.1 

0 20 40 60 80
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普段自宅にいるときによくしていること【学齢別】 

 

 

学齢別でみると、「ＳＮＳでやり取りする」は【中学生】が 29.7％と、【小学生】（4.8％）に比べ 24.9

ポイント高くなっている。また、「ラジオや音楽をきく」は【中学生】が 48.0％と、【小学生】（26.6％）

に比べ 21.4 ポイント高くなっている。一方、「ゲーム機でゲームをする」は【小学生】が 66.3％と、【中

学生】（49.6％）に比べ 16.7 ポイント高くなっている。 

 

（％）

テレビを見る

動画サイトを見る

ゲーム機でゲームをする

家族とおしゃべりする、いっしょに遊ぶ

しゅ味を楽しむ

勉強する

マンガやざっしを見る

ラジオや音楽をきく

何もしないでのんびりする

ネットでゲームをする

読書をする

運動をする

ＳＮＳでやり取りする

家事をする

ペットの世話をする

弟妹の世話をする

料理をする

ニュースサイトなどを見る

散歩をする

病気やお年よりの家族の世話をする

その他

特にない

無回答

66.0 

49.9 

66.3 

59.4 

42.7 

47.5 

39.4 

26.6 

29.0 

36.7 

29.0 

29.9 

4.8 

22.1 

17.0 

20.3 

15.2 

8.4 

8.7 

1.8 

1.8 

0.3 

0.3 

57.5 

64.5 

49.6 

49.3 

54.0 

49.6 

39.6 

48.0 

45.4 

37.0 

28.4 

26.7 

29.7 

16.5 

20.3 

9.3 

12.1 

9.5 

6.8 

1.1 

1.5 

0.4 

0.0 

0 20 40 60 80

小学生 ( n = 335 )

中学生 ( n = 454 )
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（8） １週間の外出頻度 
 

問 14．あなたは、１週間のうち、どのくらい外出しますか。（○は１つ） 

 

１週間の外出頻度 

 

 

１週間の外出頻度は、「ほぼ毎日、通学のため出かけている」が 81.6％となっている。 

 

（％）

ほぼ毎日、通学のため出かけている

自分や家族の体の具合が悪かったり、いつも行っている場所が

新型コロナウイルスのえいきょうでお休みしているなどで、

出かけたくても出かけられないことが多い

ふだんは家にいるが、自分が楽しみな用事が

あるときだけ出かける

ふだんは家にいるが、近所の

コンビニエンスストアなどには行く

自分の部屋からは出るが、家からは出ない

自分の部屋からほとんど出ない

答えたくない

無回答

n = 789

81.6 

7.2 

5.7 

1.3 

1.4 

0.3 

1.1 

1.4 

0 20 40 60 80 100
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（9） あまり外出しなくなってからの期間 
 

【問 14．で「３．ふだんは家にいるが、自分が楽しみな用事があるときだけ出かける」 

      「４．ふだんは家にいるが、近所のコンビニエンスストアなどには行く」 

      「５．自分の部屋からは出るが、家からは出ない」 

      「６．自分の部屋からほとんど出ない」に○をした人にしつ問です。】 

問 14－１．そうなってから、どれくらいたちますか。（○は１つ） 

 

 

あまり外出しなくなってからの期間 

 

 

あまり外出しなくなってからの期間は、「６か月未満」が 27.9％、「１年以上～２年未満」が 17.6％と

なっている。 

 

 

全体

n = 68

   100（％）  0 20 40 60 80

２年以上～３年未満

27.9 10.3 17.6 11.8 5.9 5.9 11.8 8.8

６か月未満 ６か月以上～１年未満 １年以上～２年未満

無回答

３年以上～５年未満 ５年以上

答えたくない
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（10） あまり外出しなくなった「きっかけ」 
 

【問 14．で「３．ふだんは家にいるが、自分が楽しみな用事があるときだけ出かける」 

      「４．ふだんは家にいるが、近所のコンビニエンスストアなどには行く」 

      「５．自分の部屋からは出るが、家からは出ない」 

      「６．自分の部屋からほとんど出ない」に○をした人にしつ問です。】 

問 14－２．あなたがそのようになる「きっかけ」は何でしたか。（○は１つ） 

 

 

あまり外出しなくなった「きっかけ」 

 

 

あまり外出しなくなった「きっかけ」は、「特にない」が 38.2％となっている。一方、「新型コロナウ

イルス感せんぼう止のための外出自しゅく」が 26.5％となっている。 

 

（％）

新型コロナウイルス感せんぼう止のための外出自しゅく

不登校になったこと

人間関係がうまくいかなかったこと

受験がうまくいかなかったこと

病気になったこと

その他

特にない

答えたくない

無回答

n = 68

26.5 

4.4 

2.9 

0.0 

0.0 

11.8 

38.2 

2.9 

13.2 

0 10 20 30 40
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（11） 「学校に行きたくない」と思った頻度 
 

問 15．あなたは、今までに「学校に行きたくない」と思ったことがありますか。また、そう思ったこと

はどのくらいありましたか。（○は１つ） 

 

「学校に行きたくない」と思った頻度【学齢別】 

 

 

「学校に行きたくない」と思った頻度は、「ほとんどなかった」が 39.5％で最も高く、次いで「一度も

なかった」が 21.8％となっている。 

学齢別でみると、「一度もなかった」は【小学生】が 28.1％と、【中学生】（17.2％）に比べ 10.9 ポイ

ント高くなっている。 

 

全体

n = 789

小学生

n = 335

中学生

n = 454

   100（％）  0 20 40 60 80

毎日 １日おき 週に１回くらい 月に１回くらい

7.9

5.1

9.9

2.8

1.8

3.5

10.5

8.7

11.9

11.9

11.0

12.6

39.5

39.4

39.6

21.8

28.1

17.2

2.3

1.8

2.6

3.3

4.2

2.6

無回答ほとんどなかった 一度もなかった 答えたくない
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（12） 「学校に行きたくない」と思った理由 
 

【問 15．で「１．毎日」「２．１日おき」「３．週に１回くらい」「４．月に１回くらい」に○をした人に

しつ問です。】 

問 15－１．あなたが「学校に行きたくない」と思った理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

「学校に行きたくない」と思った理由【学齢別】 

（％）

授業のことで

友達のことで

学校の先生のことで

成せきや進学のことで

学校行事のことで

部（クラブ）活動のことで

外見や性格のことで

いじめやぼう力のことで

家族のことで

ボーイフレンド、ガールフレンドのことで

その他

特にない

答えたくない

無回答

29.9 

25.7 

16.1 

14.2 

13.0 

11.5 

9.2 

6.1 

1.9 

0.8 

19.2 

12.6 

3.8 

1.5 

37.1 

23.6 

13.5 

10.1 

12.4 

2.2 

4.5 

5.6 

1.1 

1.1 

19.1 

7.9 

5.6 

2.2 

26.2 

26.7 

17.4 

16.3 

13.4 

16.3 

11.6 

6.4 

2.3 

0.6 

19.2 

15.1 

2.9 

1.2 

0 10 20 30 40

全 体 ( n = 261 )

小学生 ( n =  89 )

中学生 ( n = 172 )
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「学校に行きたくない」と思った理由は、「授業のことで」が 29.9％で最も高く、次いで「友達のこと

で」が 25.7％と続いている。 

学齢別でみると、「部（クラブ）活動のことで」は【中学生】が 16.3％と、【小学生】（2.2％）に比べ

14.1 ポイント高くなっている。一方、「授業のことで」は【小学生】が 37.1％と、【中学生】（26.2％）に

比べ 10.9 ポイント高くなっている。 

その他の具体的な内容としては、「眠かったから」、「面倒くさいから」などが挙げられている。 
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５．インターネット等について 

（1） 所有している情報端末機器 

問 16．あなたは、次のようなスマートフォンなどの機器を持っていますか。（○はいくつでも） 

 

 

所有している情報端末機器【学齢別】 

 

 

所有している情報端末機器は、「スマートフォン」が 59.7％で最も高く、次いで「すえ置き型（テレビ

とつなぐ）のゲーム機」が 40.3％、「けい帯ゲーム機」が 34.7％、「タブレットたん末（iPad、Nexus な

ど）」が 29.5％と続いている。 

学齢別でみると、「スマートフォン」は【中学生】が 75.6％と、【小学生】（38.2％）に比べ 37.4 ポイ

ント高くなっている。一方、「すえ置き型（テレビとつなぐ）のゲーム機」は【小学生】が 47.5％と、

【中学生】（35.0％）に比べ 12.5 ポイント高くなっている。 

（％）

スマートフォン

すえ置き型（テレビとつなぐ）のゲーム機

けい帯ゲーム機

タブレットたん末（iPad、Nexusなど）

ノートパソコン

デスクトップパソコン

けい帯電話（ガラケー）

いずれも持っていない

無回答

59.7 

40.3 

34.7 

29.5 

13.6 

7.6 

6.0 

9.0 

0.8 

38.2 

47.5 

36.1 

31.3 

13.7 

6.0 

10.1 

14.3 

0.9 

75.6 

35.0 

33.7 

28.2 

13.4 

8.8 

2.9 

5.1 

0.7 

0 20 40 60 80

全 体 ( n = 789 )

小学生 ( n = 335 )

中学生 ( n = 454 )
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（2） インターネットを利用する目的 
 

【問 16．で「８．いずれも持っていない」以外に○をした方にしつ問です。】 

問 16－１．あなたが学校以外でインターネットを利用する目的は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

インターネットを利用する目的【学齢別】 

 

  

（％）

動画や画像を見たり、ダウンロードする

友達とＬＩＮＥなどＳＮＳで

メッセージをやりとりする

家族とＬＩＮＥなどＳＮＳで

メッセージをやりとりする

オンラインゲームをする

音楽をきいたりダウンロードをする

家族とメールでやりとりする

学習のための情報しゅう集をする

友達とメールでやりとりする

塾や学校などがやっているオンライン学習をする

ホームページやブログを見たり、

こう新したりする

知らない人またはネット上の知り合いとＳＮＳや

チャットアプリ等でやりとりする

買い物

動画や画像を投こうする

けいじ板などを見たり、投こうしたりする

しゅ味の教室等を受ける

その他

無回答

52.7 

45.5 

45.1 

44.2 

42.1 

29.9 

28.5 

27.5 

11.7 

11.4 

6.0 

5.5 

3.9 

2.9 

1.5 

3.2 

14.0 

41.2 

20.8 

26.4 

46.5 

28.9 

31.0 

21.5 

22.5 

11.6 

4.6 

2.1 

2.8 

1.1 

0.7 

1.8 

4.6 

12.0 

60.3 

61.9 

57.5 

42.8 

50.9 

29.2 

33.2 

30.8 

11.7 

15.9 

8.6 

7.2 

5.8 

4.4 

1.4 

2.3 

15.4 

0 20 40 60 80

全 体 ( n = 712 )

小学生 ( n = 284 )

中学生 ( n = 428 )
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インターネットを利用する目的は、「動画や画像を見たり、ダウンロードする」が 52.7％で最も高く、

次いで「友達とＬＩＮＥなどＳＮＳでメッセージをやりとりする」が 45.5％、「家族とＬＩＮＥなどＳＮ

Ｓでメッセージをやりとりする」が 45.1％、「オンラインゲームをする」が 44.2％、「音楽をきいたりダ

ウンロードをする」が 42.1％と続いている。 

学齢別でみると、「友達とＬＩＮＥなどＳＮＳでメッセージをやりとりする」は【中学生】が 61.9％と、

【小学生】（20.8％）に比べ 41.1 ポイント高くなっている。また、「家族とＬＩＮＥなどＳＮＳでメッ

セージをやりとりする」は【中学生】が 57.5％と、【小学生】（26.4％）に比べ 31.1 ポイント高くなって

いる。 
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（3） インターネットを利用する主な場所 
 

【問 16．で「８．いずれも持っていない」以外に○をした人にしつ問です。】 

問 16－２．あなたが普段、学校以外でインターネットを利用する主な場所はどこですか。 

     （○はいくつでも） 

 

 

インターネットを利用する主な場所【学齢別】 

 

 

インターネットを利用する主な場所は、「自宅」が 79.4％で最も高くなっている。以下「外出時（通学

以外）」が 27.9％、「Ｗｉ－Ｆｉのフリースポット」が 12.6％、「飲食店などの店内」が 12.5％となって

いる。 

学齢別でみると、「外出時（通学以外）」は【中学生】が 33.2％と、【小学生】（20.1％）に比べ 13.1 ポ

イント高くなっている。また、「飲食店などの店内」は【中学生】が 17.3％と、【小学生】（5.3％）に比

べ 12.0 ポイント高くなっている。 

 

（％）

自宅

外出時（通学以外）

Ｗｉ－Ｆｉのフリースポット

飲食店などの店内

通学の移動中（電車やバスなど）

その他

無回答

79.4 

27.9 

12.6 

12.5 

7.0 

1.1 

20.1 

82.4 

20.1 

7.4 

5.3 

3.9 

2.5 

16.9 

77.3 

33.2 

16.1 

17.3 

9.1 

0.2 

22.2 

0 20 40 60 80 100

全 体 ( n = 712 )

小学生 ( n = 284 )

中学生 ( n = 428 )
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（4） インターネットの利用時間 
 

【問 16．で「８．いずれも持っていない」以外に○をした人にしつ問です。】 

問 16－３．あなたは学校以外で、１日当たりどれくらいの時間、メール、ＳＮＳ、ゲーム、動画視ちょ

うなどのインターネット利用をしますか。（○は１つ） 

 

 

インターネットの利用時間【学齢別】 

 

 

インターネットの利用時間は、「２時間以上３時間より少ない」が 21.5％で最も高く、次いで「１時間

以上２時間より少ない」が 16.2％、「３時間以上４時間より少ない」が 14.2％、「５時間以上」が 10.8％

となっている。 

学齢別でみると、「１時間以上２時間より少ない」は【小学生】が 21.5％と、【中学生】（12.6％）に比

べ 8.9 ポイント高くなっている。 

 

（％）

30分より少ない

30分以上１時間より少ない

１時間以上２時間より少ない

２時間以上３時間より少ない

３時間以上４時間より少ない

４時間以上５時間より少ない

５時間以上

全く利用しない

無回答

4.2 

7.2 

16.2 

21.5 

14.2 

8.1 

10.8 

0.4 

17.4 

7.0 

7.4 

21.5 

21.5 

12.0 

5.3 

9.9 

0.7 

14.8 

2.3 

7.0 

12.6 

21.5 

15.7 

10.0 

11.4 

0.2 

19.2 

0 5 10 15 20 25

全 体 ( n = 712 )

小学生 ( n = 284 )

中学生 ( n = 428 )
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（5） インターネットの使い方について家族と話をすること 
 

問 17．あなたは、インターネットの使い方について家族と話をすることがありますか。（○は１つ） 

 

インターネットの使い方について家族と話をすること【学齢別】 

 

 

インターネットの使い方について家族と話をすることは、「よく話をする」が 17.0％、「時々話をする」

が 50.8％、「あまり話をしない」が 24.6％となっている。 

学齢別でみると、「時々話をする」は【中学生】が 53.3％と、【小学生】（47.5％）に比べ 5.8 ポイント

高くなっている。 

 

全体

n = 789

小学生

n = 335

中学生

n = 454

   100（％）  0 20 40 60 80

よく話をする 時々話をする

あまり話をしない 今まで一度も話したことがない

17.0

18.8

15.6

50.8

47.5

53.3

24.6

26.6

23.1

3.5

3.0

4.0

4.1

4.2

4.0

無回答
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（6） インターネット利用に当たっての家の人とのルール 
 

問 18．あなたは、インターネットの利用に当たって、家の人とルールを決めていますか。 

    （○はいくつでも） 

 

インターネット利用に当たっての家の人とのルール【学齢別】 

 

 

インターネット利用に当たって家の人とのルールを決めているかについては、「利用する時間を決めて

いる」が 53.2％で最も高くなっている。以下「利用料金（通信料や課金など）を決めている」が 31.7％、

「利用するサイトやアプリの内容を決めている」が 26.1％、「利用する場所を決めている」が 24.7％、

「メールやメッセージをやりとりする相手を決めている」が 23.4％となっている。一方、「特にルールを

決めていない」が 19.3％となっている。 

学齢別でみると、「利用する時間を決めている」は【小学生】が 59.1％と、【中学生】（48.9％）に比べ

10.2 ポイント高くなっている。また、「利用する場所を決めている」は【小学生】が 29.9％と、【中学生】

（20.9％）に比べ 9.0 ポイント高くなっている。 

 

（％）

利用する時間を決めている

利用料金（通信料や課金など）を決めている

利用するサイトやアプリの内容を決めている

利用する場所を決めている

メールやメッセージをやりとりする相手を決めて

いる

その他のルールを決めている

特にルールを決めていない

無回答

53.2 

31.7 

26.1 

24.7 

23.4 

3.8 

19.3 

0.8 

59.1 

27.5 

24.2 

29.9 

26.6 

3.0 

15.5 

1.5 

48.9 

34.8 

27.5 

20.9 

21.1 

4.4 

22.0 

0.2 

0 20 40 60

全 体 ( n = 789 )

小学生 ( n = 335 )

中学生 ( n = 454 )
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（7） インターネット上の知り合いとのやりとり 
 

問 19．あなたは、インターネットで知り合った人とメールをしたり会ったりすることについてどう思い

ますか。（○は１つ） 

 

インターネット上の知り合いとのやりとり【学齢別】 

 

 

インターネット上の知り合いとのやりとりは、「悪い」（36.1％）と「あまりよくない」（29.9％）を合

わせた『否定的』が 66.0％、「よい」（4.2％）と「まあよい」（8.7％）を合わせた『肯定的』が 12.9％と

なっている。 

学齢別でみると、『否定的』は【小学生】が 74.7％と、【中学生】（59.7％）に比べ 15.0 ポイント高く

なっている。 

 

全体

n = 789

小学生

n = 335

中学生

n = 454

  0 20 40 60 80    100（％）

よい まあよい どちらともいえない

あまりよくない

4.2

2.4

5.5

8.7

5.7

11.0

20.4

16.1

23.6

29.9

25.7

33.0

36.1

49.0

26.7

0.6

1.2

0.2

無回答悪い
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（8） インターネット上での知り合いの有無 
 

問 20．あなたは、インターネットで知り合いになった人がいますか。（○は１つ） 

 

インターネット上での知り合いの有無【学齢別】 

 

 

インターネット上での知り合いの有無は、「インターネットで知り合いになった人はいない」が 73.3％、

「インターネットで知り合いになった人はいるが、会ったことはない」が 21.8％となっている。 

学齢別でみると、「インターネットで知り合いになった人はいない」は【小学生】が 81.5％と、【中学

生】（67.2％）に比べ 14.3 ポイント高くなっている。 

 

全体

n = 789

小学生

n = 335

中学生

n = 454

   100（％）  0 20 40 60 80

インターネットで知り合いになった人はいない

インターネットで知り合いになった人はいるが、会ったことはない

インターネットで知り合いになった人と会ったことがある

インターネットで知り合いになった人と会ったことはないが、会ってみたいと思う

73.3

81.5

67.2

21.8

14.0

27.5

1.9

1.5

2.2

2.5

2.1

2.9

0.5

0.9

0.2

無回答
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（9） インターネットを介したトラブル 
 

問 21．あなたは、次のようなインターネットによるトラブルに巻き込まれたことはありますか。 

    （○はいくつでも） 

 

インターネットを介したトラブル 

 

 

インターネットを介したトラブルは、「特にない」が 88.0％となっている。 

しかし、深刻なトラブルにつながる回答も少数ながら存在している。 

 

（％）

インターネット上で言い争いになった

身近な人がインターネット上でいじめを受けた

インターネット上でいじめを受けた

知らない人からさそわれた

身に覚えのない料金のせい求が来た

コンピュータウイルスに感せんしてしまった

知らない人から連らく先を聞かれた

ゲームで課金してしまい、高い支払いせい求が来た

インターネット上で悪口を書かれたり、うそを流されたりした

インターネット上でおどすようなことを言われた

あやしいメールに返信してしまい、

その後何度もめいわくメールが来た

知らない人に会い、その時は無事だったが、とても不安になった

他人に見られたくないはずかしい写真を送るよう強く言われた

勝手に他人に知られたくないことを流された

インターネット上のいじめに参加した

他人に見られたくない写真などがインターネット上にのってしまった

知らない人に会って、こわい思いをした

あやしいサイトにアクセスし、

他人に知られたくないことがもれてしまった

画像などをアップロードして著作権しんがいと言われた

その他

特にない

答えたくない

無回答

n = 789

3.8 

1.5 

1.4 

1.3 

0.8 

0.8 

0.6 

0.6 

0.6 

0.5 

0.5 

0.3 

0.3 

0.3 

0.1 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

88.0 

0.9 

1.8 

0 20 40 60 80 100
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（10） インターネットでのトラブルへの対応 
 

【問 21．で「21．特にない」、「22．答えたくない」以外に○をした人にしつ問です。】 

問 21－１．トラブルにまき込まれたとき、どのように対おうしましたか。（○はいくつでも） 

 

インターネットでのトラブルへの対応 

 

 

インターネットでのトラブルへの対応は、「お母さんに相談した」が 43.2％で最も高くなっている。 

その他の具体的な内容としては、「自分で解決した」、「無視した（何もしなかった）」などが挙げられて

いる。 

（％）

お母さんに相談した

お父さんに相談した

友達に相談した

先生に相談した

こわくてだれにも言えなかった

警察に相談した

トラブルにくわしい相談機関に相談した

その他

無回答

n = 74

43.2 

16.2 

12.2 

12.2 

6.8 

1.4 

1.4 

20.3 

20.3 

0 10 20 30 40 50
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６．将来について 

（1） 自分の将来 

問 22．あなたは、自分の将来についてどう考えていますか。（ア～カについてそれぞれ○は１つ） 

 

 

自分の将来 

 

 

自分の将来について、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『思う』は、［ウ 将来、

一生けん命働きたい］が 95.0％で最も高く、次いで［イ 将来のためにも、今がんばりたい］が 92.1％、

［ア 自分の将来に明るい希望を持っている］が 78.6％と続いている。 

一方、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた『思わない』は、［カ 自分の

将来について考える時間がない］が 90.7％で最も高く、次いで［オ 自分の将来についてはまったく考

えていない］が 81.0％と続いている。 

 

ア　自分の将来に明るい希望を持っている

イ　将来のためにも、今がんばりたい

ウ　将来、一生けん命働きたい

エ　夢や目標を実げんするために、今何を

したらいいか考え、行動している

オ　自分の将来については

まったく考えていない

カ　自分の将来について考える時間がない

   100（％）n = 789   0 20 40 60 80

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

41.3

55.9

67.0

26.6

6.7

2.2

37.3

36.2

28.0

41.4

11.7

6.5

15.7

5.7

3.2

24.5

25.9

24.0

5.2

1.6

1.1

6.5

55.1

66.7

0.5

0.5

0.6

1.0

0.6

0.8

無回答
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（2） 将来つきたい職業 
 

問 23．あなたは、将来どのような仕事につきたいと思っていますか。（○は１つ） 

 

 

将来つきたい職業 

 

 

将来つきたい職業は、「まだわからない」が 24.7％となっている。 

その他の仕事の具体的な内容としては、「薬剤師」、「動物園や水族館の飼育員」、「獣医師・動物関係」、

「ウエディングプランナー」などが挙げられている。 

（％）

弁護士、裁判官

政治家

医師

学校の先生

大学教授、科学者

パイロット、客室乗務員

プログラマー、建築士、技術者、通訳など

会社社長

会社員（営業など）

公務員（一般事務など）

新聞記者、レポーターなど

商店主など自営業

店員、販売員など

運転手、大工、工員など

スポーツ選手

歌手、俳優、タレント、声優など

料理人、理容師、美容師など

画家、デザイナー、音楽家、作家、漫画家、ゲームデザイナー、アニメーターなど

看護師、保育士など

警察官、自衛官、消防士など

農業、林業、漁業など

宗教家

ユーチューバー

その他の仕事

就職したくない

まだわからない

無回答

n = 789

0.4 

0.3 

2.4 

2.9 

0.9 

0.6 

4.9 

1.5 

2.0 

2.5 

0.4 

0.4 

1.6 

2.0 

6.5 

3.5 

4.7 

8.9 

4.8 

2.9 

0.9 

0.1 

2.2 

14.4 

0.1 

24.7 

3.3 

0 5 10 15 20 25
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（3） 夢の実現に必要なこと 
 

問 24．あなたは、あなたの夢の実げんや、希望の仕事につくためには、どのようなことが必要だと思い

ますか。（○は３つまで） 

 

 

夢の実現に必要なこと【学齢別】 

 

 

夢の実現に必要なことは、「一生けん命勉強する」が 70.7％で最も高くなっている。以下「希望をかな

えるのに必要なことを学ぶ」が 42.8％となっている。 

学齢別でみると、「希望をかなえるのに必要なことを学ぶ」は【中学生】が 45.6％と、【小学生】

（39.1％）に比べ 6.5 ポイント高くなっている。 

 

（％）

一生けん命勉強する

希望をかなえるのに必要なことを学ぶ

第一線の人（その道のプロ）の話を聞いたり、

教えてもらったりする

運動やスポーツをして体をきたえる

今好きなことに打ち込む

小さな子供からお年よりまで、

はば広い年代の人々とたくさん交流する

いろいろな場所へ行く

友達とたくさん遊ぶ

家に必要なお金がある

海遊びや山遊びなどの自然体験をたくさんする

海外旅行や海外りゅう学をする

その他

特にない

無回答

70.7 

42.8 

22.6 

21.3 

20.3 

12.4 

12.0 

11.2 

6.5 

5.2 

4.6 

2.4 

2.3 

7.6 

72.2 

39.1 

19.7 

23.3 

20.6 

13.1 

11.6 

13.7 

4.8 

6.6 

5.4 

2.4 

3.0 

7.5 

69.6 

45.6 

24.7 

19.8 

20.0 

11.9 

12.3 

9.3 

7.7 

4.2 

4.0 

2.4 

1.8 

7.7 

0 20 40 60 80

全 体 ( n = 789 )

小学生 ( n = 335 )

中学生 ( n = 454 )
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７．地域との関わりについて 

（1） 住んでいる地域が好きか 

問 25．あなたは、今住んでいる地いきが好きですか。（○は１つ） 

 

 

住んでいる地域が好きか【学齢別】 

 

 

住んでいる地域が好きか、「好きである」が 54.4％で最も高く、次いで「どちらかといえば好きである」

が 27.2％となっている。 

学齢別でみると、「好きである」は【小学生】が 64.8％と、【中学生】（46.7％）に比べ 18.1 ポイント

高くなっている。 

 

全体

n = 789

小学生

n = 335

中学生

n = 454

  0 20 40 60 80    100（％）

好きである どちらかといえば好きである あまり好きではない

きらいである

54.4

64.8

46.7

27.2

20.6

32.2

3.9

3.6

4.2

1.4

0.3

2.2

9.4

6.0

11.9

2.4

3.0

2.0

1.3

1.8

0.9

無回答なんとも思わない わからない
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（2） 近所の人とのあいさつ 
 

問 26．あなたは、近所の人に自分からあいさつをしていますか。（○は１つ） 

 

 

近所の人とのあいさつ【学齢別】 

 

 

近所の人とのあいさつは、「いつもしている」が 40.6％、「ときどきしている」が 40.7％となっている。 

学齢による大きな差はみられない。 

 

 

全体

n = 789

小学生

n = 335

中学生

n = 454

  0 20 40 60 80    100（％）

いつもしている ときどきしている あまりしていない

あいさつをされれば返事をしている

40.6

40.3

40.7

40.7

40.3

41.0

5.2

6.3

4.4

8.7

8.7

8.8

3.3

2.4

4.0

1.5

2.1

1.1

無回答していない
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（3） 地域活動等への参加、行動 
 

問 27．あなたは、この２～３年の間に、次のような活動に参加したり、行動をしたりしたことがありま

すか。（○はいくつでも） 

 

 

地域活動等への参加、行動【学齢別】 

 

 

地域活動等への参加、行動は、「地いきのお祭り」が 65.1％で最も高くなっている。以下「地いきのそ

うじや、ぼうさいなどの活動」が 27.8％、「地いきのスポーツやレクリエーション大会など」が 23.7％、

「電車やバスで席をゆずる」が 22.7％となっている。 

学齢別でみると、「特にない」は【中学生】が 23.6％と、【小学生】（15.8％）に比べ 7.8 ポイント高く

なっている。一方、「地いきのお祭り」は【小学生】が 69.6％と、【中学生】（61.9％）に比べ 7.7 ポイン

ト高くなっている。 

 

（％）

地いきのお祭り

地いきのそうじや、ぼうさいなどの活動

地いきのスポーツやレクリエーション大会など

電車やバスで席をゆずる

ぼ金をしたり、き付へのよびかけ

地いきの声かけ・あいさつ運動

公民館・青年の家などの教室やもよおし

福ししせつをほう問する

外国人との交流・国さい交流に関する活動

その他

特にない

無回答

65.1 

27.8 

23.7 

22.7 

19.8 

10.0 

7.4 

4.3 

3.9 

0.9 

20.3 

1.8 

69.6 

26.3 

27.2 

20.9 

21.2 

10.7 

7.8 

4.2 

5.1 

0.3 

15.8 

2.4 

61.9 

28.9 

21.1 

24.0 

18.7 

9.5 

7.0 

4.4 

3.1 

1.3 

23.6 

1.3 

0 20 40 60 80

全 体 ( n = 789 )

小学生 ( n = 335 )

中学生 ( n = 454 )


